
平成 23 年 9 月 3 日 

 

地域住民に愛されて 60 年！ としま大商人まつり開催 

～ 豊島区商店街連合会創立 60 周年記念 ～ 

本日、池袋駅東口周辺において「豊島区商店街連合会創立 60 周年記念 としま大商人まつり」が開催され、

池袋を訪れた家族連れなど多くの人出で賑わった。 

「豊島区商店街連合会」は、戦後間もなくの創立以来、景気の浮き沈みや消費動向の変遷の中で、商店街

の再生や、地域住民の暮らしを守るためさまざまな努力を重ね、今年創立 60 年の節目を迎えた。 

「としま商人まつり」は、平成 11 年から「元気で活気ある豊島区」を目指し、豊島区商店街連合会が、東京商

工会議所豊島支部の各団体とともに区内商店街及び地域経済の振興を図るため、池袋西口、巣鴨など区内 7

か所で開催している地域に根付いたイベントだ。 

今回は、豊島区商店街連合会が創立 60 周年を迎えたことから、創立記念式典とあわせて大々的に行なわ

れた。豊島公会堂において区民ひろば利用者らによる「お楽しみ演芸会」が行なわれ、よさこい、子ども和太

鼓、フラダンスなどが披露された。中池袋公園、サンシャイン通りでは、区内商店の物販のほか、姉妹都市であ

る秩父市や、相互交流宣言都市である宮城県のアンテナショップ「宮城ふるさとプラザ」の物品販売などが行わ

れた。 

また、東日本大震災の復興支援として会場に募金箱を設置し、来街者に募金を呼びかけた。 

なお、このイベントは明日も開催される予定だ。 

日 時 平成 23年 9月 3日（土曜日）午前 10 時～ 

場 所 豊島公会堂（東池袋 1-19-1）、中池袋公園（東池袋 1-16-1）、サンシャイン通り 

主 催 豊島区商店街連合会 

当日の様子 

参加者の声 

など 

台風の接近により、たまに小雨の降るあいにくの天気だったが、池袋駅東口周辺で「と

しま大商人まつり」が盛大に行われた。 

中池袋公園とサンシャイン通りにおいては、姉妹・交流都市物産展・観光展や区内商店

物販のテントが並び、来街者たちは地酒やこんにゃくなど自慢の一品の品定めしていた。 

豊島公会堂で行われた「豊島区商店街連合会創立 60 周年記念式典」では、豊島区商店

街連合会名誉会長でもある高野区長が壇上に上がり、「今年、豊島区商店街連合会は 60 年

の大きな節目を迎えました。過去を振り返りながら、元気な豊島区をつくっていきたい。」

と語った。 
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問 合 せ 豊島区商店街連合会事務局 
 

無料配布された花を受け取る家族連れ 

 

サンシャイン通りでのよさこい演舞 

 


